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👉👉 世界水準の研究力を核に，地域の特色を活かした経済の活性化，地方創生，復興に向けた研究展開
① 様々な機関・組織が総力を挙げて協働し，社会変革・地方創生を行うために

⇒ 地方に立地する“知”の拠点として “プラットフォームを構築” し，その中核を担う必要性
② 社会変革・地方創生を先導するために

⇒ 世界と地方との“知”の還流を促し，地域特性や特色・強みを活かした先進的な研究をさらに強化し，
“イノベーションを創出” する必要がある。

👉👉 世界的な視野を有しつつ，地域に根差し，地方におけるイノベーション創出を担う人材の育成
③ 自主的・自律的かつ，持続的な社会変革・地方創生のために社会変革・地方創生を担う恒常的な “人材の育成” や

“人材の集積”が最重要であるという認識の下，
⇒高水準の研究力と地域資源の独自性を基盤に，“サイバー空間での集中化”，オンライン教育の利点を

活用して，対面授業・体験型授業併用型教育への改変等，自律的な学びを支え導く大胆な教育改革を行う必要がある。

⇒新たな知の創出には，人間力にも通ずる洞察力・分析力・判断力に加え，文理融合の発想力育成，
アントレプレナーシップ教育による課題解決能力などを早期に醸成する必要がある。
そのための組織的なアクティブラーニング手法を重視したSTEAM人材育成教育のさらなる強化が必要である。

地方国立大学に求められる機能強化ポストコロナ
を見据えた

👉👉 研究展開・人材育成に向けた経営・運営
④ 社会変革・地方創生に向けた研究展開・人材育成を持続的に行うために

⇒ 新型コロナの蔓延等，社会が大きく変動する中，学長のリーダーシップの下，中長期的な視点により，
これまでの枠組みを超えた大胆な“戦略的な経営・運営の改革”が必要である。

※地域が有する歴史・文化・風土等を地方創生に最大限活用。コロナ禍において大学病院が地域医療の最後の砦に！
高度医療人材の育成や診療等のAI化・ICT化等による機能強化が急務！
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●ポストコロナを見据え、大学・自治体・企業が結集し、
地方国立大学のさらなる機能強化の必要性

「Ｕスマート推進協議会」（宇都宮大学）
による観光振興

三重大学と地元企業の連携による
最先端農業プロジェクト

琉球大学における
オンライン国際双方向教育

• 地方創生
スマートシティ構想、スマート農村、学園・研究開発都市構想、あるいはコンパクトシティ構想による
まちづくり等、大胆な発想による大掛かりな地方創生の仕掛けを展開してくことが極めて重要。

• 東京一極集中の是正
強靭なインフラ・レジリエンスに配慮した中核都市を各地域に形成することで、日本全体で機能を分散し、
しなやかかつ柔軟なエコシステムを構築することが必須。

●地方国立大学は、その中核を担い、

各大学の強みを活かした特色ある取組を推進し、地方における
イノベーションを先導する人材を集積するために：
政府➡学部新設のための学生定員増や研究開発等への予算の措置を！
自治体・地域の産業界➡教育・研究への人的・財政的支援を！
そして、地方大学を地方創生の起爆剤・原動力に！

➡ 新たな「知」「人材」「資本」の潮流を生み出す源泉は，
高度な水準の研究力にある。国内外大学間の連携強化，地域や
大学の特色ある資源を基盤に研究力強化を加速。【研究】
➡ あらゆる業種，分野の企業・組織との産学連携を強化し，企業・
自治体等からの投資，企業との協働による研究開発，地域・社会実
装のイノベーションエコシステムを構築・展開。【社会連携・貢献】

➡ 人材の集積のため、年齢や国籍を問わず多様な素質，高い志
をもった人々が集うダイバーシティ環境下で，恒常的に創生と社
会変革，イノベーションを先導する人材の育成・輩出。【教育】
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能登町等の地域が求める以下の人材を養成
・地域に密着した新技術・新産業の創出人材
・海洋生物資源を支える先進的な基礎研究人材
・能登町の新たな産業となりうる海洋資源の開発人材

能登町から，九十九湾岸の「旧九十九湾グランドホテル」
建物及び敷地の整備・寄附の支援を受け，
新たに“能登海洋水産センター”を整備

能登海洋水産センターを設置

旧九十九湾グランドホテル

臨海実験施設

地域に根差した教育研究施設整備

STEAM人材、地域に貢献する高度人材の育成
＜データサイエンス学部＞

＜理工学域生命理工学類＞

＜創生学部＞



世界水準の研究力を基盤とした拠点形成・社会共創



スマートシティ構想、地方創生の取組
Ｕスマート推進協議会
【地方公共団体：宇都宮市民間事業者等代表：国立大学法人宇都宮大学】

つくばスマートシティ協議会
【地方公共団体：茨城県民間事業者等代表：国立大学法人筑波大学】



○東日本大震災の事例（東北大学） ○熊本地震の事例（熊本大学）

地域の防災拠点ともなる国立大学

外来診療棟４階（免震装置なし）中央診療棟３階（免震装置あり）

積重ねたシャーレが
転倒していない！

施設の整備状況が
安全性を左右

パソコン、家具等が
転倒、移動！

附属病院の災害対策本部
（東日本大震災時）

◇附属病院の防災機能の強化

東北大学病院と他機関との
連携による

地域防災機能の強化

◇体育館・グランドで多数の避難者受入

２度目の強震発生
後は、体育館が飽
和状態となり、全
学教育棟も活用

出典：「平成28年熊本地震 熊大黒髪避難所運営記録集」平成29年3月 等出典：国立大学付属病院施設の防災機能強化に関する報告書（概要）平成28年11月

出典：「元気・前向き東北大学－東日本大震災からの復興－」平成23年12月



▶ほぼ全ての国立大学病院が受入準備を整えてお
り、８割以上は実際に受け入れている。
▶ほぼ全ての国立大学病院が人工呼吸器および
ECMOを保有している。
▶現在、国立大学病院は新型コロナウイルス感染
症の治療にあたり、全国の重症患者の１割を受け
入れている。

※文部科学省高等教育局医学教育課大学病院支援室調査（令和2年8月21日現在。全国の新型コロナウイルス感染症入院患者数は令和2年8月19日現在）

大学病院数 患者数

現在入院中 99病院［国立：26,公立：10,私立：63］ 583人

累 計 123病院［国立：36,公立：12,私立：75］ 4,390人

１．患者受入状況
（人）

○大学病院のコロナウイルス感染症患者数は５８３人。

うち、８９人（１５．３％）が重症者。

○全国の新型コロナウイルス感染症入院患者数は12,084人。

うち、２３９人（２．０％）が重症者。

大学病院は全国の重症者のうち３７％を受け入れている

大学病院における入院患者数の推移

受入可能病院数 受入可能病床数

130病院

［国立：43,公立：12,私立：75］

1,889床

［国立：565,公立：256,私立：1,068］

２．受入可能病床数の状況（※現在使用中の病床含む。）

体制構築済病院数 検査能力

75病院［国立：38,公立：8,私立：29］ 約1,982件/日

３．大学病院におけるＰＣＲ検査体制構築状況

４．人工呼吸器・ＥＣＭＯ（体外式膜型人工肺）保有状況

病院数 台数

人工呼吸器
155病院

［国立：44,公立：14,私立：97］
4,769台

ＥＣＭＯ
118病院

［国立：42,公立：10,私立：66］
482台

５．医療従事者派遣状況

大学病院数
派遣医療

従事者数

内訳

医師 看護師 その他

累 計
85病院

［国立：32,公立：9,私立:44］
1,503 797 541 165
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重症

無症状～中等症

退院

死亡

地域医療の最後の砦としての地方国立大学
国立大学におけるコロナ感染症対応状況（附属病院）
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